
ESIを使用した EVPNマルチホーミングと
の相互運用性

この章は、次の内容で構成されています。

第 2世代の Cisco Nexus 9000スイッチ（EXモデル以降）は、EVPNマルチホーミングを完全
にはサポートしていません。

EVPNマルチホーミング機能の詳細については、「マルチホーミングの構成」の章を参照して
ください。

（注）

ただし、次のセクションで説明するように、Cisco Nexus 9000スイッチは、EVPNマルチホー
ミング機能を完全にサポートするスイッチと同じ VXLAN EVPNファブリックと統合できま
す。

• ESIを使用した EVPNマルチホーミングとの相互運用性（1ページ）
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Cisco NX-OSリリース 10.2(2)F以降、予約されていない ESI（0またはMAX-ESI）値と予約さ
れている ESI（0またはMAX-ESI）値を持つ EVPN MAC/IPルート（タイプ 2）は、転送（機
能は通常ESIRXと呼ばれます）のために評価されます。EVPNMAC/IPルート解決の定義は、
RFC 7432 Section 9.2.2で定義されています。

EVPN MAC/IPルート（タイプ 2）：

•予約されている ESI値（0またはMAX-ESI）は、MAC/IPルート単独（タイプ 2内の BGP
ネクストホップ）によって単独で解決されます。

•予約されていない ESI値は、適合する ESイーサネット自動検出ルート（タイプ 1、ES
EADごと）が存在する場合、単独で解決されます。

予約されていない ESI値を使用した EVPN MAC/IPルート解決は、Cisco Nexus
9300-EX/FX/FX2/FX3/GXプラットフォームスイッチでサポートされます。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/93x/vxlan/configuration/guide/b-cisco-nexus-9000-series-nx-os-vxlan-configuration-guide-93x/b-cisco-nexus-9000-series-nx-os-vxlan-configuration-guide-93x_appendix_011001.html
https://datatracker.ietf.org/doc/html/rfc7432#section-9.2.2


つまり、これらのスイッチは、ローカルに接続されたデバイスにvPCマルチホーミングを使用
しながら（前の vPCマルチホーミングの構成およびvPCファブリックピアリングの設定セク
ションで説明したように）、ローカルデバイスの接続に EVPNマルチホーミングを使用する
他のスイッチと VXLAN EVPNファブリック内で共存できます。リモートエンドポイントの
MACアドレスと IPアドレスは、上記の EVPNコントロールプレーンメッセージを使用して
これらのリモートスイッチから学習され、複数のネクストホップ IPアドレス（EVPNマルチ
ホーミングを実装する各スイッチを識別する一意の VTEPアドレス）が割り当てられます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
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